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2026年７月 15日 

各 位 

会 社 名 ジ ェ イ フ ロ ン テ ィ ア 株 式 会 社 

代表者名 代表取締役社長執行役員 中村 篤弘 

 （コード番号：2934 東証グロース） 

問合せ先 取締役執行役員 CFO 経営企画本部長兼 

 コーポレート本部長    樋口 雄也 

 （TEL.03-6427-4662） 

 

個別業績の前期実績値との差異及び特別損失の計上に関するお知らせ 

 

2026 年５月期の通期個別業績の前期実績値との差異及び特別損失の計上について、下記

のとおりお知らせいたします。 

 

 

記 

 

1．2026年５月期個別業績と前期実績値との差異について 

（１）2026年５月期個別業績と前期実績値との差異 

 売上高 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前期実績（A） 

（2025年５月期） 

百万円 

6,642 

百万円 

199 

百万円 

47 

円 銭 

9.54 

当期実績（B） 

（2026年５月期） 
6,073 85 △638 △120.50 

増減額（B-A） △569 △114 △686  

増減率（%） △8.6% △57.2% －  

 

（２）差異の理由 

 売上高につきましては、主に D2C事業において、収益性を重視した顧客獲得戦略を継続す
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るとともに、グループ全体の収益最大化を目的とした広告宣伝費の最適配分を実施したこ

と等により、前期実績を下回りました。一方で、これらの施策によりグループベースでの広

告投資効率の向上を図っております。 

経常利益につきましては、売上高の減少に伴う売上総利益の減少及び第４四半期におい

ては、翌期の収益獲得に向けた広告投資を実施したことによる営業利益の減少等により、

減少いたしました。 

当期純利益については、連結子会社である株式会社 ECスタジオの株式の実質価額が低

下したことに伴い、特別損失として関係会社株式評価損 627百万円を計上したため、前期

実績を下回りました。 

 

2．特別損失の計上について 

連結子会社である株式会社 ECスタジオの株式の実質価額が低下したことに伴い、関係会

社株式評価損 627百万円を特別損失として計上しました。 

 

 

 

以上 


